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還元力の高い電子生成のため、貴金属 (Pt，Au) / ZnSヘテロ接合ナノ粒子を合成し、貴金属ナノ粒子の光
増感効果の実証や貴金属のフェルミ準位に依存した電荷分離特性を明らかにした。
本論文ではまず、可視光応答半導体光触媒として有望なGaNとあOからなる新規オキシナイトライド型
国溶体 (GalxZnJ (N， :P) (GaN:ZnOと表記)の水素生成助触媒となる Rhナノ粒子の粒径制御と光触媒へ










次に、価電子帯、伝導帯とも高いポテンシャルを有する ZnSナノ粒子および賞金属 (Pt，Au) / ZnSヘテ
ロ接合ナノ粒子の合成を行い、貴金属の仕事関数に依存した貴金属 ZnS相関電荷分離特性について検討
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した。 Zn(CH:lCOO) 2をオレイルアミン中 1700Cで1h加熱した後、硫黄のオレイルアミン溶液をインジェク












属の励起準位から ZnS伝導帯(-1.1eV vs NHE)への電子移動が起きていると予想される。電子の注入量は
Pt/ZnS系よりも Au/ZnS系の方が多いことが分かり、電荷分離のしやすさは金属種に依存することが分かつ







さらに、還元力の高い電子生成のため、貴金属 (Pt，Au) / ZnSヘテロ接合ナノ粒子を合成し、貴金属ナノ
粒子の光増感効果の実証や貴金属のフェルミ準位に依存した電荷分離特性を明らかにし、ワイドギャップ半
導体の可視光応答化を開拓したものと考えられる。これらの研究成果は大きな学術的貢献であり、物理化学
分野の新しい可能性を切り開いた極めて価値の高い論文である。
平成25年2月18日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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